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90秒でわかる今週 エグゼクティブサマリー
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機能性材料:個別発表から認定証拠へ境界が移動
日本語記事15件を棚卸しし、意思決定に重要なテーマを選定した。

シグナル 01 | 組成

分子吸収スペクトル予測|電子密度ベースのML
で精度64%向上
arXivにプレプリントとして発表された研究は、分子吸収スペク
トルの機械学習予測において、電子密度を始点とするアプロー
チが従来の幾何構造ベースモデルを大きく上回ることを示しま
した。密度ベースの畳み込みニューラルネットワークは、検証
相関0.9926を達成し、最高の幾何構造ベースモデル(0.9795)と比
較して、残差デコヒーレンスを約64%削減しています。

シグナル 02 | 機能特性

高エントロピー合金・グラフェン複合材|2mm
厚でレーダー波を吸収
中国の研究チームが、高エントロピー合金と還元型酸化グラフェ
ンからなる中空マイクロ球体複合材料を開発し、レーダーおよ
び通信システムで使われるC、X、Kuバンドの広帯域マイクロ波
吸収を実現しました。この革新的な材料は、わずか2ミリメート
ルの厚さで10.8〜14.4ギガヘルツの有効吸収帯域幅を達成し、
17.08ギガヘルツでは最小反射損失がマイナス40.48デシベルに
達します。

シグナル 03 | 加工

鉛フリー強誘電材料|マンチェスター大学、圧
電性能を8MVm-1超に向上
マンチェスター大学の科学者たちが、鉛フリーのビスマスフェ
ライト・チタン酸バリウムセラミックスに新しいナノスケール
ヘテロ構造を導入する方法を開発しました。制御された熱処理
により、この材料は8 MV m-1を超える内部バイアス電界を示し、
従来の材料を凌駕する圧電性能を実現しています。この画期的
な成果は、極端な熱条件下で動作するセンサーやアクチュエー
ターの性能を劇的に向上させる可能性を秘め、知的財産権も既
に保護されています。鉛フリー圧電材料の設計に新たな道を開
き、持続可能なエレクトロニクスへの貢献が期待されます。

シグナル 04 | デバイス統合

エラストカロリック冷却|形状記憶合金による
空調の実用化と2026年展望
エラストカロリック冷却は、従来の冷媒を使用せず、形状記憶
合金の機械的応力による可逆的な結晶構造変化を利用して熱を
移動させる革新的な技術である。2026年8月の実験では、熱自体
がこの冷却に必要な機械的作動を駆動できることが示され、シ
ステムの自律性と効率性が向上する可能性が示唆された。
European Innovation Council(EIC)のSMACoolプロジェクトは、
この技術を住宅用建物の空調装置として機能させるための開発
を進めており、環境に優しい次世代冷却システムとしての実用
化が期待される。

編集判断

今週の経営判断は 測定可能な機能、信頼性、製造統合 に集中する。自社条件で関連証拠を再現で
きる場合だけ次へ進む。

経営の3アクション
1. 事業会社: 統合・劣化・システムのトレードオフ後も残る性能を優先する.
2. 供給企業: 材料特性を工程制御、界面挙動、顧客受入データへ接続する.
3. 経営層: 再現性、界面安定、工程適合、原価、認定.

証拠の読み方
FACTは収集記事に書かれた内容、事業への読みとACTIONは編集判断、UNKNOWNは記事だけでは確定しない項目を示す。リンク先が
あることだけで、全主張が独立検証済みとは扱わない。



今週の主要数値 条件付き証拠
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条件と一緒に読む主要数値・証拠5件

64%
A01

数値の条件

arXivにプレプリントとして発表された研究は、分子吸収スペクトルの機械学習予測において、
電子密度を始点とするアプローチが従来の幾何構造ベースモデルを大きく上回ることを示しま
した。密度ベースの畳み込みニューラルネットワークは、検証相関0.9926を達成し、最高の幾
何構造ベースモデル(0.9795)と比較して、残差デコヒーレンスを約64%削減しています。

2026年
A14

数値の条件

エラストカロリック冷却は、従来の冷媒を使用せず、形状記憶合金の機械的応力による可逆的
な結晶構造変化を利用して熱を移動させる革新的な技術である。2026年8月の実験では、熱自
体がこの冷却に必要な機械的作動を駆動できることが示され、システムの自律性と効率性が向
上する可能性が示唆された。

1秒
A07

数値の条件

中国農業大学のZhizhu He教授らの研究チームが、音響振動を用いて冷却フィルムをわずか1秒
で製造する「圧延超音波マイクロ構造配向(RSMO)」という革新的な手法を開発しました。この
技術は、折りたたみ式電子機器における最大の熱問題の一つを解決するものです。製造された
柔軟な熱拡散フィルムを身体装着型の熱電発電機に適用したところ、体熱から収穫される電力
が従来の2倍に向上することが実証されました。

90%
A03

数値の条件

UCLAサミュエリ工学部のYu Huang教授が、水素燃料電池のコストと耐久性の課題を解決する
革新的な研究で、Falling Walls Foundationの「工学・技術分野の年間科学ブレイクスルー」を
受賞しました。Huang教授の研究は、高価なプラチナ触媒の使用量を90%削減しつつ、燃料電
池の寿命を従来の300倍に延長することを可能にするハイドロゲルベースの触媒層技術を開発
したものです。

100倍
A05

数値の条件

米パデュー大学の研究者らは、超音波ローラーと高周波音響ホーンを組み合わせた「圧延超音
波マイクロ構造配向(RSMO)」技術により、柔軟な熱拡散フィルムをわずか1秒で製造する新手
法を開発しました。この技術は、従来の工業用熱プレス機に比べて約100倍速い毎時約36平方
メートルの生産速度を実現し、折りたたみ式電子機器の主要な熱問題解決に貢献します。

数値の読み方
数値は収集記事が示した条件と一緒に掲載する。試験法、寸法、温度、商用段階が異なる値を、条件補正なしで比較しな
い。



境界はどこで動いたか バリューチェーン / 証拠
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バリューチェーンはどこで動いたか
各段階に主テーマと補助テーマを接続する。矢印は装飾ではなく、次工程へ渡す証拠を示す。

1

組成
P01/P06

arXivにプレプリントと
して発表された研究は、
分子吸収スペクトルの
機械学習予測において、
電子密度を始点とする
アプローチが従来の幾
何構造ベースモデルを
大きく上回ることを示
しました。密度ベース
の畳み込みニューラル
ネットワークは、検証
相関0.

2

機能特性
P02/P07

中国の研究チームが、
高エントロピー合金と
還元型酸化グラフェン
からなる中空マイクロ
球体複合材料を開発し、
レーダーおよび通信シ
ステムで使われるC、X、
Kuバンドの広帯域マイ
クロ波吸収を実現しま
した。この革新的な材
料は、わずか2ミリメー
トルの厚さで10.

3

加工
P03/P08

マンチェスター大学の
科学者たちが、鉛フリー
のビスマスフェライト・
チタン酸バリウムセラ
ミックスに新しいナノ
スケールヘテロ構造を
導入する方法を開発し
ました。

4

デバイス統合
P04/P09

エラストカロリック冷
却は、従来の冷媒を使
用せず、形状記憶合金
の機械的応力による可
逆的な結晶構造変化を
利用して熱を移動させ
る革新的な技術である。

5

市場採用
P05/P10

中国農業大学のZhizhu
He教授らの研究チーム
が、音響振動を用いて
冷却フィルムをわずか1
秒で製造する「圧延超
音波マイクロ構造配向
(RSMO)」という革新的
な手法を開発しました。

各受渡しで必要な証拠

組成 → 機能特性 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: 再現性、界面安定、工
程適合、原価、認定.

機能特性 → 加工 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: 再現性、界面安定、工
程適合、原価、認定.

加工 → デバイス統合 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: 再現性、界面安定、工
程適合、原価、認定.

デバイス統合 → 市場採用 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: 再現性、界面安定、工
程適合、原価、認定.

共通管理点

担当者が関連証拠を再現し、次を記録するまで商用判断へ進めない: 再現性、界面安定、工程適合、
原価、認定.



プライオリティマップ 成熟度 / 次の判断場所
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プライオリティマップ:実装成熟度と次の判断場所

次の判断場所（上下は優劣を示さない）

実装成熟度 →

研究 試作 共同評価 製品採用 量産

技術・工程

システム・導入

事業・制度・供給

P01

P02

P03
P04

P05
P06

P07

P08

P09
P10

P01 分子吸収スペクトル予測|電子密度ベー
スのMLで精度64%向上
技術・工程 | 根拠: 統合・事業語なし

P02 高エントロピー合金・グラフェン複合
材|2mm厚でレーダー波を吸収
事業・制度・供給 | 根拠: インフラ

P03 鉛フリー強誘電材料|マンチェスター大
学、圧電性能を8MVm-1超に向上
システム・導入 | 根拠: 導入

P04 エラストカロリック冷却|形状記憶合金
による空調の実用化と2026年展望
システム・導入 | 根拠: システム

P05 RSMOとは|中国農業大学、冷却フィル
ムを1秒で製造し発電効率を2倍に
技術・工程 | 根拠: 統合・事業語なし

P06 水素燃料電池の触媒技術|プラチナ90%
削減で耐久性を300倍向上
技術・工程 | 根拠: 統合・事業語なし

P07 RSMO技術とは|パデュー大学、柔軟熱
拡散フィルムを1秒で製造
技術・工程 | 根拠: 統合・事業語なし

P08 ハイパーブランチコーティング|海洋生
物付着を最大20分の1に削減
システム・導入 | 根拠: システム

P09 NaZrCuS3とは|鉛フリー熱電材料、
1000KでZT値0.78を達成
技術・工程 | 根拠: 統合・事業語なし

P10 アゾベンゼンエチルアンモニウムヨウ
化鉛|シリコンの5倍の断熱性
技術・工程 | 根拠: 統合・事業語なし

再現可能な配置ルール
横軸は研究・試作・共同評価・製品採用・量産の5段階。縦の帯は次の判断場所を技術・工程、システム・導入、事業・制度・供給に分
ける。まず記事見出しの根拠語を使い、見出しで判断できない場合だけ概要を参照する。上下は影響の大小を意味しない。円径は編集ス
コアを示す。



重点テーマ 01-02 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P01 分子吸収スペクトル予測|電子密度ベースのMLで精度64%向上

A01 | 組成 | 研究 日付未収録

FACT
arXivにプレプリントとして発表された研究は、分子吸収スペク
トルの機械学習予測において、電子密度を始点とするアプロー
チが従来の幾何構造ベースモデルを大きく上回ることを示しま
した。密度ベースの畳み込みニューラルネットワークは、検証
相関0.9926を達成し、最高の幾何構造ベースモデル(0.9795)と
比較して、残差デコヒーレンスを約64%削減しています。この
成果は、特に実験施設での高速スクリーニングにおいて、量子
特性の代替モデルを構築するための強力な手法として、電子密
度が地上状態の化学をより適切にデカップリングできる可能性
を示唆しています。

なぜ重要か
判断上の焦点は「測定可能な機能、信頼性、製造統合」である。
見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現できるかを確認
する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、材料特性を工程制御、界面
挙動、顧客受入データへ接続する。

ACTION
30日以内に、統合・劣化・システムのトレードオフ後も残る性
能を優先する。結果と担当者をP01の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 再現性、界面安定、工程適合、
原価、認定。

編集スコア 18/25 | 成熟度 1/5 | 判断場所: 技術・工程

P02 高エントロピー合金・グラフェン複合材|2mm厚でレーダー波を吸収

A04 | 機能特性 | 試作 日付未収録

FACT
中国の研究チームが、高エントロピー合金と還元型酸化グラフェ
ンからなる中空マイクロ球体複合材料を開発し、レーダーおよ
び通信システムで使われるC、X、Kuバンドの広帯域マイクロ
波吸収を実現しました。この革新的な材料は、わずか2ミリメー
トルの厚さで10.8〜14.4ギガヘルツの有効吸収帯域幅を達成し、
17.08ギガヘルツでは最小反射損失がマイナス40.48デシベルに
達します。この技術は、次世代のステルス航空機、衛星、およ
び高性能電子デバイスのスキン素材としての応用が期待されて
おり、防御技術や通信インフラに大きな影響を与える可能性が
あります。

なぜ重要か
判断上の焦点は「測定可能な機能、信頼性、製造統合」である。
見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現できるかを確認
する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、材料特性を工程制御、界面
挙動、顧客受入データへ接続する。

ACTION
30日以内に、統合・劣化・システムのトレードオフ後も残る性
能を優先する。結果と担当者をP02の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 再現性、界面安定、工程適合、
原価、認定。

編集スコア 18/25 | 成熟度 2/5 | 判断場所: 事業・制度・供給



重点テーマ 03-04 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P03 鉛フリー強誘電材料|マンチェスター大学、圧電性能を8MVm-1超に向上

A09 | 加工 | 製品採用 日付未収録

FACT
マンチェスター大学の科学者たちが、鉛フリーのビスマスフェ
ライト・チタン酸バリウムセラミックスに新しいナノスケール
ヘテロ構造を導入する方法を開発しました。制御された熱処理
により、この材料は8 MV m-1を超える内部バイアス電界を示し、
従来の材料を凌駕する圧電性能を実現しています。この画期的
な成果は、極端な熱条件下で動作するセンサーやアクチュエー
ターの性能を劇的に向上させる可能性を秘め、知的財産権も既
に保護されています。鉛フリー圧電材料の設計に新たな道を開
き、持続可能なエレクトロニクスへの貢献が期待されます。

なぜ重要か
判断上の焦点は「測定可能な機能、信頼性、製造統合」である。
見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現できるかを確認
する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、材料特性を工程制御、界面
挙動、顧客受入データへ接続する。

ACTION
30日以内に、統合・劣化・システムのトレードオフ後も残る性
能を優先する。結果と担当者をP03の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 再現性、界面安定、工程適合、
原価、認定。

編集スコア 18/25 | 成熟度 4/5 | 判断場所: システム・導入

P04 エラストカロリック冷却|形状記憶合金による空調の実用化と2026年展望

A14 | デバイス統合 | 試作 日付未収録

FACT
エラストカロリック冷却は、従来の冷媒を使用せず、形状記憶
合金の機械的応力による可逆的な結晶構造変化を利用して熱を
移動させる革新的な技術である。2026年8月の実験では、熱自
体がこの冷却に必要な機械的作動を駆動できることが示され、
システムの自律性と効率性が向上する可能性が示唆された。
European Innovation Council(EIC)のSMACoolプロジェクトは、
この技術を住宅用建物の空調装置として機能させるための開発
を進めており、環境に優しい次世代冷却システムとしての実用
化が期待される。

なぜ重要か
判断上の焦点は「測定可能な機能、信頼性、製造統合」である。
見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現できるかを確認
する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、材料特性を工程制御、界面
挙動、顧客受入データへ接続する。

ACTION
30日以内に、統合・劣化・システムのトレードオフ後も残る性
能を優先する。結果と担当者をP04の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 再現性、界面安定、工程適合、
原価、認定。

編集スコア 18/25 | 成熟度 2/5 | 判断場所: システム・導入



重点テーマ 05-06 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN

Troy Technical | 機能性材料 | 情報カットオフ 2026-10-09 08

FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P05 RSMOとは|中国農業大学、冷却フィルムを1秒で製造し発電効率を2倍に

A07 | 市場採用 | 共同評価 日付未収録

FACT
中国農業大学のZhizhu He教授らの研究チームが、音響振動を
用いて冷却フィルムをわずか1秒で製造する「圧延超音波マイ
クロ構造配向(RSMO)」という革新的な手法を開発しました。
この技術は、折りたたみ式電子機器における最大の熱問題の一
つを解決するものです。製造された柔軟な熱拡散フィルムを身
体装着型の熱電発電機に適用したところ、体熱から収穫される
電力が従来の2倍に向上することが実証されました。これによ
り、フレキシブルエレクトロニクスの性能と実用性が飛躍的に
向上する可能性が開かれます。

なぜ重要か
判断上の焦点は「測定可能な機能、信頼性、製造統合」である。
見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現できるかを確認
する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、材料特性を工程制御、界面
挙動、顧客受入データへ接続する。

ACTION
30日以内に、統合・劣化・システムのトレードオフ後も残る性
能を優先する。結果と担当者をP05の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 再現性、界面安定、工程適合、
原価、認定。

編集スコア 18/25 | 成熟度 3/5 | 判断場所: 技術・工程

P06 水素燃料電池の触媒技術|プラチナ90%削減で耐久性を300倍向上

A03 | 組成 | 試作 日付未収録

FACT
UCLAサミュエリ工学部のYu Huang教授が、水素燃料電池のコ
ストと耐久性の課題を解決する革新的な研究で、Falling Walls
Foundationの「工学・技術分野の年間科学ブレイクスルー」
を受賞しました。Huang教授の研究は、高価なプラチナ触媒の
使用量を90%削減しつつ、燃料電池の寿命を従来の300倍に延
長することを可能にするハイドロゲルベースの触媒層技術を開
発したものです。これにより、輸送機関や重機向けの費用対効
果が高く持続可能な燃料電池の普及が加速します。

なぜ重要か
判断上の焦点は「測定可能な機能、信頼性、製造統合」である。
見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現できるかを確認
する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、材料特性を工程制御、界面
挙動、顧客受入データへ接続する。

ACTION
30日以内に、統合・劣化・システムのトレードオフ後も残る性
能を優先する。結果と担当者をP06の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 再現性、界面安定、工程適合、
原価、認定。

編集スコア 18/25 | 成熟度 2/5 | 判断場所: 技術・工程



重点テーマ 07-08 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN

Troy Technical | 機能性材料 | 情報カットオフ 2026-10-09 09

FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P07 RSMO技術とは|パデュー大学、柔軟熱拡散フィルムを1秒で製造

A05 | 機能特性 | 試作 日付未収録

FACT
米パデュー大学の研究者らは、超音波ローラーと高周波音響ホー
ンを組み合わせた「圧延超音波マイクロ構造配向(RSMO)」技
術により、柔軟な熱拡散フィルムをわずか1秒で製造する新手
法を開発しました。この技術は、従来の工業用熱プレス機に比
べて約100倍速い毎時約36平方メートルの生産速度を実現し、
折りたたみ式電子機器の主要な熱問題解決に貢献します。開発
されたフィルムは、完全に折りたたんだり、鉛筆の先端で
5,000回以上曲げたりしても、ひび割れや冷却性能の低下は見
られません。

なぜ重要か
判断上の焦点は「測定可能な機能、信頼性、製造統合」である。
見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現できるかを確認
する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、材料特性を工程制御、界面
挙動、顧客受入データへ接続する。

ACTION
30日以内に、統合・劣化・システムのトレードオフ後も残る性
能を優先する。結果と担当者をP07の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 再現性、界面安定、工程適合、
原価、認定。

編集スコア 18/25 | 成熟度 2/5 | 判断場所: 技術・工程

P08 ハイパーブランチコーティング|海洋生物付着を最大20分の1に削減

A13 | 加工 | 試作 日付未収録

FACT
研究者たちは、2種類のハイパーブランチポリマーを基盤とし
た分解可能な架橋型海洋防汚コーティングを開発しました。こ
の革新的なシステムは、受動的防御、活性な殺生物剤(イソチア
ゾリノン)放出、および制御された表面分解という3つの防汚メ
カニズムを相乗的に統合しています。これにより、微細藻類の
付着に対して長期的な耐性を提供し、従来の殺生物剤混合コー
ティングと比較して、総殺生物剤放出量を約1/20にまで大幅に
削減しながら、耐久性と環境性能を同時に向上させることに成
功しました。

なぜ重要か
判断上の焦点は「測定可能な機能、信頼性、製造統合」である。
見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現できるかを確認
する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、材料特性を工程制御、界面
挙動、顧客受入データへ接続する。

ACTION
30日以内に、統合・劣化・システムのトレードオフ後も残る性
能を優先する。結果と担当者をP08の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 再現性、界面安定、工程適合、
原価、認定。

編集スコア 18/25 | 成熟度 2/5 | 判断場所: システム・導入



重点テーマ 09-10 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN

Troy Technical | 機能性材料 | 情報カットオフ 2026-10-09 10

FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P09 NaZrCuS3とは|鉛フリー熱電材料、1000KでZT値0.78を達成

A08 | デバイス統合 | 研究 日付未収録

FACT
計算科学を用いた新たな研究により、鉛フリーの四元系カルコ
ゲナイドNaZrCuS3が高温熱電変換の有望な候補材料として特
定されました。第一原理計算に基づき、この材料は1000 Kにお
いて結晶方向の一つで最大0.78の熱電性能指数(ZT)を示すと予
測されており、出力因子は17.17 × 10-3 W m-1 K-2です。この
発見は、環境に配慮した廃熱回収技術の進展に貢献し、エネル
ギー効率の向上に大きく寄与する可能性があります。

なぜ重要か
判断上の焦点は「測定可能な機能、信頼性、製造統合」である。
見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現できるかを確認
する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、材料特性を工程制御、界面
挙動、顧客受入データへ接続する。

ACTION
30日以内に、統合・劣化・システムのトレードオフ後も残る性
能を優先する。結果と担当者をP09の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 再現性、界面安定、工程適合、
原価、認定。

編集スコア 18/25 | 成熟度 1/5 | 判断場所: 技術・工程

P10 アゾベンゼンエチルアンモニウムヨウ化鉛|シリコンの5倍の断熱性

A02 | 市場採用 | 試作 日付未収録

FACT
ノースカロライナ州立大学の研究者が、これまでの材料科学の
常識を覆す、極めて高い剛性と同時に非常に低い熱伝導率を持
つ薄膜材料を開発しました。この新しいアゾベンゼンエチルア
ンモニウムヨウ化鉛フィルムは、室温で約0.04 W/mKという低
熱伝導率を達成し、シリコンの5倍優れた断熱性を持ちながら、
700〜10,000倍もの硬さを実現しています。このブレークスルー
は、断熱材と構造材の両方に革命をもたらす可能性があります。

なぜ重要か
判断上の焦点は「測定可能な機能、信頼性、製造統合」である。
見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現できるかを確認
する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、材料特性を工程制御、界面
挙動、顧客受入データへ接続する。

ACTION
30日以内に、統合・劣化・システムのトレードオフ後も残る性
能を優先する。結果と担当者をP10の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 再現性、界面安定、工程適合、
原価、認定。

編集スコア 18/25 | 成熟度 2/5 | 判断場所: 技術・工程



プレイブックとロードマップ 担当 / ゲート / 成果物

Troy Technical | 機能性材料 | 情報カットオフ 2026-10-09 11

関係者別プレイブックと0-5年ロードマップ

関係者 NOW | 0-30日 NEXT | 1-12か月 LATER | 1-5年

事業会社 統合・劣化・システムのト
レードオフ後も残る性能を
優先する

量産相当条件で受入基準と
停止基準を明示して評価す
る。

技術・供給者の変更を吸収
できるポートフォリオと設
計へ移る。

材料・装置・技術企業 材料特性を工程制御、界面
挙動、顧客受入データへ接
続する

顧客と信頼性・工程窓・故
障解析の共通データを作る。

界面、履歴、ライフサイク
ル支援、回収サービスを標
準化する。

商社・投資・法務 Map 再現性、界面安定、工
程適合、原価、認定.

能力、品質、変更通知、責
任、代替、撤退を契約へ入
れる。

地域・技術・顧客の集中リ
スクを分散する。

ロードマップ

NOW | 0-30日

証拠台帳
担当: Strategy + quality
成果物: claim, source, condition,
owner

NOW | 0-30日

リスク選別
担当: Procurement + legal
成果物: unknowns, alternatives, stop

NEXT | 1-12か月

共同認定
担当: R&D + supplier
成果物: 工程窓・故障データ

NEXT | 1-12か月

商用ゲート
担当: Business + finance
成果物: 単位採算・供給能力

LATER | 1-5年

プラットフォーム戦略
担当: 経営
成果物: ポートフォリオ・界面ロードマッ
プ

LATER | 1-5年

サービス層
担当: Operations + channel
成果物: 監視・保守・回復

Go / No-Goゲート

ゲート 担当 必要な証拠 中止条件

G1 証拠 品質 出典・試験条件・再現性 追跡可能な証拠なし

G2 統合 研究開発 界面・工程窓・故障解析 システム条件を満たさない

G3 商用 事業 能力・総原価・契約・代替 採算または供給が成立しない

G4 運用 運用 監視・保守・変更通知・撤退 責任ある運用計画なし



分析対象記事一覧 1/2 正式タイトル / 元記事URL全文

Troy Technical | 機能性材料 | 情報カットオフ 2026-10-09 12

分析対象記事 | 01-08件目
全記事の正式タイトルと元記事URLを省略せず表示する。URLは折返しても全文を保持し、クリックできる。

ID 記事タイトル(全文) 元記事URL(全文・クリック可能)

A01 分子吸収スペクトル予測|電子密度ベースのMLで精度64%向上 https://arxiv.org/html/2610.03444v1

A02 アゾベンゼンエチルアンモニウムヨウ化鉛|シリコンの5倍の断熱性 https://scitechdaily.com/a-strange-new-material-breaks-the-usual-rules-
of-heat-and-stiffness/

A03 水素燃料電池の触媒技術|プラチナ90%削減で耐久性を300倍向上 https://samueli.ucla.edu/ucla-engineering-professor-yu-huang-receives-
international-breakthrough-honor-for-hydrogel-fuel-cell-innovation/

A04 高エントロピー合金・グラフェン複合材|2mm厚でレーダー波を吸
収

https://bioengineer.org/high-entropy-alloy-meets-graphene-in-hollow-
microspheres-that-swallow-radar-waves/

A05 RSMO技術とは|パデュー大学、柔軟熱拡散フィルムを1秒で製造 https://www.nanodaily.com/reports/Ultrasonic_roller_forms_flexible_h
eat_spreading_film_for_foldable_electronics_in_one_second_999.html

A06 自己修復コーティング|クイーンズランド大学、鋼の腐食を600倍抑
制

https://materialdistrict.com/article/self-healing-coating-could-extend-co
rrosion-protection-for-steel/

A07 RSMOとは|中国農業大学、冷却フィルムを1秒で製造し発電効率を
2倍に

https://www.eurekalert.org/news-releases/1146988

A08 NaZrCuS3とは|鉛フリー熱電材料、1000KでZT値0.78を達成 https://researchtoday.co.za/lead-free-material-reached-predicted-therm
oelectric-efficiency-of-0-78-at-1000-k/

https://arxiv.org/html/2610.03444v1
https://scitechdaily.com/a-strange-new-material-breaks-the-usual-rules-of-heat-and-stiffness/
https://scitechdaily.com/a-strange-new-material-breaks-the-usual-rules-of-heat-and-stiffness/
https://samueli.ucla.edu/ucla-engineering-professor-yu-huang-receives-international-breakthrough-honor-for-hydrogel-fuel-cell-innovation/
https://samueli.ucla.edu/ucla-engineering-professor-yu-huang-receives-international-breakthrough-honor-for-hydrogel-fuel-cell-innovation/
https://bioengineer.org/high-entropy-alloy-meets-graphene-in-hollow-microspheres-that-swallow-radar-waves/
https://bioengineer.org/high-entropy-alloy-meets-graphene-in-hollow-microspheres-that-swallow-radar-waves/
https://www.nanodaily.com/reports/Ultrasonic_roller_forms_flexible_heat_spreading_film_for_foldable_electronics_in_one_second_999.html
https://www.nanodaily.com/reports/Ultrasonic_roller_forms_flexible_heat_spreading_film_for_foldable_electronics_in_one_second_999.html
https://materialdistrict.com/article/self-healing-coating-could-extend-corrosion-protection-for-steel/
https://materialdistrict.com/article/self-healing-coating-could-extend-corrosion-protection-for-steel/
https://www.eurekalert.org/news-releases/1146988
https://researchtoday.co.za/lead-free-material-reached-predicted-thermoelectric-efficiency-of-0-78-at-1000-k/
https://researchtoday.co.za/lead-free-material-reached-predicted-thermoelectric-efficiency-of-0-78-at-1000-k/


分析対象記事一覧 2/2 正式タイトル / 元記事URL全文

Troy Technical | 機能性材料 | 情報カットオフ 2026-10-09 13

分析対象記事 | 09-15件目
全記事の正式タイトルと元記事URLを省略せず表示する。URLは折返しても全文を保持し、クリックできる。

ID 記事タイトル(全文) 元記事URL(全文・クリック可能)

A09 鉛フリー強誘電材料|マンチェスター大学、圧電性能を8MVm-1超
に向上

https://www.eurekalert.org/news-releases/1146443

A10 炭素繊維複合材料|インド科学大学、衝撃損傷を64%回復する自己
修復材

https://bioengineer.org/self-healing-recyclable-carbon-fiber-composites
-push-aerospace-materials-toward-circularity/

A11 酸化チタン強化自己修復エポキシ|耐摩耗性と耐食性を最大24%向
上

https://bioengineer.org/self-healing-epoxy-composites-get-a-titanium-di
oxide-boost-against-wear-and-corrosion/

A12 湿気発電壁紙とは|ビンガムトン大学が開発、キーボード稼働の性
能

https://www.anthropocenemagazine.org/2026/10/researchers-have-ma
de-wallpaper-that-generates-power-from-indoor-humidity/

A13 ハイパーブランチコーティング|海洋生物付着を最大20分の1に削減 https://www.european-coatings.com/news/coatings-technologies/hyper
branched-coating-combines-three-antifouling-mechanisms/

A14 エラストカロリック冷却|形状記憶合金による空調の実用化と2026
年展望

https://sherafy.com/elastocaloric-cooling/

A15 磁気セラミック駆動システム|シュトゥットガルト大学のマイクロ
ロボット開発

https://www.techbriefs.com/component/content/article/55941-butterfly
-inspired-smart-propulsion-for-microrobots

https://www.eurekalert.org/news-releases/1146443
https://bioengineer.org/self-healing-recyclable-carbon-fiber-composites-push-aerospace-materials-toward-circularity/
https://bioengineer.org/self-healing-recyclable-carbon-fiber-composites-push-aerospace-materials-toward-circularity/
https://bioengineer.org/self-healing-epoxy-composites-get-a-titanium-dioxide-boost-against-wear-and-corrosion/
https://bioengineer.org/self-healing-epoxy-composites-get-a-titanium-dioxide-boost-against-wear-and-corrosion/
https://www.anthropocenemagazine.org/2026/10/researchers-have-made-wallpaper-that-generates-power-from-indoor-humidity/
https://www.anthropocenemagazine.org/2026/10/researchers-have-made-wallpaper-that-generates-power-from-indoor-humidity/
https://www.european-coatings.com/news/coatings-technologies/hyperbranched-coating-combines-three-antifouling-mechanisms/
https://www.european-coatings.com/news/coatings-technologies/hyperbranched-coating-combines-three-antifouling-mechanisms/
https://sherafy.com/elastocaloric-cooling/
https://www.techbriefs.com/component/content/article/55941-butterfly-inspired-smart-propulsion-for-microrobots
https://www.techbriefs.com/component/content/article/55941-butterfly-inspired-smart-propulsion-for-microrobots
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#01 分子吸収スペクトル予測｜電子密度ベースのMLで精

度64%向上

概要

arXivにプレプリントとして発表された研究は、分子吸収スペクトルの機械学習予測に

おいて、電子密度を始点とするアプローチが従来の幾何構造ベースモデルを大きく上回

ることを示しました。密度ベースの畳み込みニューラルネットワークは、検証相関

0.9926を達成し、最高の幾何構造ベースモデル（0.9795）と比較して、残差デコヒー

レンスを約64%削減しています。この成果は、特に実験施設での高速スクリーニング

において、量子特性の代替モデルを構築するための強力な手法として、電子密度が地

上状態の化学をより適切にデカップリングできる可能性を示唆しています。

公開日 2026年10月02日  Preprint (arXiv)  不明



詳細

主要成果

本研究は、機械学習による分子吸収スペクトル予測において、電子密度を出発点とする

アプローチが、従来の幾何構造ベースモデルよりも大幅に優れた精度を達成することを

示しました。この密度ベースのモデルは、検証相関において0.9926という高い数値を

記録し、最も優れた幾何構造ベースのモデルと比較して、残差デコヒーレンスを約64%

削減することに成功しました。これは、量子特性の予測において、電子密度が地上状態

の化学的特性をより効率的に分離・表現できる可能性を示唆しています。

技術・臨床詳細

研究では、分子の幾何構造（原子の種類と配置）から直接スペクトルを予測する従来の

グラフモデルと、分子の電子密度分布からスペクトルを予測する新しい畳み込みニュー

ラルネットワーク（CNN）モデルが比較されました。その結果、電子密度ベースの

CNNモデルは、分子の基本的な電子構造から直接情報を抽出し、スペクトルとの関係性

をより正確に学習できることが判明しました。幾何構造ベースのモデルが0.9795の検

証相関にとどまったのに対し、密度ベースのCNNは0.9926という高い相関を達成し、

予測誤差の大幅な改善が確認されました。この精度の向上は、分子の構造的特徴だけで

なく、電子的な特徴をより深く捉えることで、複雑な吸収スペクトルを高い信頼性で予

測できることを意味します。

背景・業界文脈

分子の吸収スペクトルは、化学物質の同定、構造解析、反応メカニズムの理解、新材料

開発など、幅広い科学技術分野で不可欠な情報です。しかし、量子化学計算によるスペ

クトル予測は計算コストが高く、多数の分子を高速でスクリーニングするには不向きで

した。機械学習は、この計算コストの問題を解決し、迅速な予測を可能にする強力なツ

ールとして期待されています。本研究は、その機械学習モデルの入力として、これまで

一般的であった幾何構造よりも電子密度が優れていることを示し、より高精度な予測へ

の道を開くものです。これにより、新薬候補の探索、高性能触媒の設計、革新的な機能

性材料の発見など、分子設計のプロセスを劇的に加速する可能性があります。



今後の展望

この電子密度ベースの機械学習モデルは、特に実験施設における材料や薬剤の高速スク

リーニングにおいて、非常に強力なツールとなることが期待されます。従来は時間とコ

ストがかかっていたスペクトル予測が、より迅速かつ正確に行えるようになることで、

研究開発のサイクルが短縮され、新発見の機会が増大します。今後、研究チームは、こ

のモデルをさらに多様な分子やスペクトル領域に適用し、その汎用性と堅牢性を検証す

る予定です。また、電子密度という物理的に根拠のある特徴量を用いることで、モデル

の解釈性も向上し、新たな化学的洞察を得る手助けとなる可能性もあります。

元記事: https://arxiv.org/html/2610.03444v1

収集日: 2026年10月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://arxiv.org/html/2610.03444v1


#02 アゾベンゼンエチルアンモニウムヨウ化鉛｜シリコ

ンの5倍の断熱性

概要

ノースカロライナ州立大学の研究者が、これまでの材料科学の常識を覆す、極めて高

い剛性と同時に非常に低い熱伝導率を持つ薄膜材料を開発しました。この新しいアゾ

ベンゼンエチルアンモニウムヨウ化鉛フィルムは、室温で約0.04 W/mKという低熱伝

導率を達成し、シリコンの5倍優れた断熱性を持ちながら、700〜10,000倍もの硬さ

を実現しています。このブレークスルーは、断熱材と構造材の両方に革命をもたらす

可能性があります。

公開日 2026年10月07日  SciTechDaily  アメリカ



詳細

主要成果: 高剛性と超低熱伝導率を両立する新材料

ノースカロライナ州立大学の研究チームが、従来の材料科学の常識を覆す、非常に高い

剛性と同時に極めて優れた熱絶縁性を持つ薄膜材料の開発に成功しました。この革新的

な材料は、高密度で非多孔性の材料としては記録的な低熱伝導率を達成し、断熱効果の

理論的限界に迫る性能を発揮します。

技術・臨床詳細: アゾベンゼンエチルアンモニウムヨウ化鉛フィルムの特性

開発された新材料は「アゾベンゼンエチルアンモニウムヨウ化鉛フィルム」と呼ばれ、

その熱伝導率は室温（約25℃）で約0.04 W/mKという驚異的な低値を示します。これ

は、半導体や電子機器で広く使われるシリコンと比較して5倍優れた断熱性能を持つこ

とを意味します。さらに、このフィルムはシリコンよりも700倍から10,000倍も硬い

という、これまでの材料では考えられなかった剛性を併せ持っています。この特異な組

み合わせは、材料の分子構造と熱輸送メカニズムを精密に制御することで実現されまし

た。

背景・業界文脈: 材料科学における熱と剛性のトレードオフ

一般的に、材料は高い剛性を持つと熱伝導率も高くなる傾向があり、優れた断熱材は通

常、柔らかく、強度が低いというトレードオフの関係がありました。このため、高性能

な断熱性と構造的強度を同時に要求される用途では、複数の材料を組み合わせる必要が

あり、設計の複雑性やコスト増加、サイズ制約などの課題がありました。今回の開発

は、この長年のトレードオフを打破するものであり、単一材料で複数の要求を満たす道

を拓きます。



今後の展望: エネルギー効率とデバイス設計への影響

このアゾベンゼンエチルアンモニウムヨウ化鉛フィルムは、建築材料の高性能化、宇宙

船の熱シールド、次世代電子デバイスの熱管理、エネルギー貯蔵システムの効率向上な

ど、広範な分野での応用が期待されます。特に、小型化が進む電子機器では、発熱問題

と耐久性向上が常に課題となっており、この材料はデバイスの性能と信頼性を飛躍的に

向上させる可能性があります。自動車産業や航空宇宙産業における軽量かつ高強度な断

熱部品の実現も夢ではなく、これによりエネルギー効率が大幅に改善され、持続可能な

社会の構築に大きく貢献するでしょう。

元記事: https://scitechdaily.com/a-strange-new-material-breaks-the-usual-rules-of-heat-and-

stiffness/

収集日: 2026年10月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://scitechdaily.com/a-strange-new-material-breaks-the-usual-rules-of-heat-and-stiffness/
https://scitechdaily.com/a-strange-new-material-breaks-the-usual-rules-of-heat-and-stiffness/


#03 水素燃料電池の触媒技術｜プラチナ90%削減で耐久

性を300倍向上

概要

UCLAサミュエリ工学部のYu Huang教授が、水素燃料電池のコストと耐久性の課題を

解決する革新的な研究で、Falling Walls Foundationの「工学・技術分野の年間科学

ブレイクスルー」を受賞しました。Huang教授の研究は、高価なプラチナ触媒の使用

量を90%削減しつつ、燃料電池の寿命を従来の300倍に延長することを可能にするハ

イドロゲルベースの触媒層技術を開発したものです。これにより、輸送機関や重機向

けの費用対効果が高く持続可能な燃料電池の普及が加速します。

公開日 2026年10月07日  UCLA Samueli School Of Engineering  アメリカ



詳細

主要成果: プラチナ90%削減で燃料電池寿命を300倍に延長する触媒革新

UCLAサミュエリ工学部材料科学・工学教授であるYu Huang氏が、水素燃料電池の費

用対効果と耐久性を劇的に向上させる画期的な研究により、権威あるFalling Walls

Foundationの2026年「工学・技術分野の年間科学ブレイクスルー」を受賞しました。

彼女の研究は、燃料電池の商用化を阻む主要な課題である触媒コストと寿命の問題に、

根本的な解決策を提示するものです。

技術・臨床詳細: ハイドロゲルベース触媒層と寿命の大幅延長

Huang教授の研究チームは、燃料電池の重要な構成要素である触媒層において、高価な

貴金属であるプラチナ（Pt）の使用量を90%削減しながら、触媒の寿命を従来の300倍

に延長する革新的なハイドロゲルベースの技術を開発しました。このハイドロゲルは、

プラチナナノ粒子を均一に分散させ、触媒活性サイトの劣化を抑制することで、長期的

な安定性と高効率を両立させます。これにより、触媒の耐久性が飛躍的に向上し、燃料

電池の信頼性と経済性が劇的に改善されます。この技術は、大規模な製造プロセスにも

スケーラブルに対応可能であり、量産化への道筋を示しています。

背景・業界文脈: 水素燃料電池普及への課題

水素燃料電池は、クリーンエネルギー源として期待されていますが、その普及には高価

なプラチナ触媒の使用と、触媒の寿命が短いという二つの大きな課題がありました。特

に輸送分野や重機など、高出力と長寿命が求められる用途では、これらの課題が導入の

ボトルネックとなっていました。Huang教授の成果は、これらの技術的・経済的障壁を

大幅に低減し、水素社会の実現を加速する可能性を秘めています。

今後の展望: 輸送・産業分野での水素燃料電池の本格普及

この費用対効果が高く、耐久性に優れた燃料電池技術は、自動車、鉄道、船舶、航空機

といった輸送手段だけでなく、建設機械、産業用ロボット、定置用発電システムなど、

幅広い重機や産業用途での水素燃料電池の本格的な普及を後押しするでしょう。プラチ

ナ使用量の削減は製造コストを大幅に引き下げ、触媒寿命の延長は運用コストとメンテ

ナンス頻度を低減します。結果として、脱炭素社会の実現に向けた水素エネルギーの利

用拡大に不可欠な技術として、大きな期待が寄せられています。



元記事: https://samueli.ucla.edu/ucla-engineering-professor-yu-huang-receives-international-

breakthrough-honor-for-hydrogel-fuel-cell-innovation/

収集日: 2026年10月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://samueli.ucla.edu/ucla-engineering-professor-yu-huang-receives-international-breakthrough-honor-for-hydrogel-fuel-cell-innovation/
https://samueli.ucla.edu/ucla-engineering-professor-yu-huang-receives-international-breakthrough-honor-for-hydrogel-fuel-cell-innovation/


#04 高エントロピー合金・グラフェン複合材｜2mm厚で

レーダー波を吸収

概要

中国の研究チームが、高エントロピー合金と還元型酸化グラフェンからなる中空マイ

クロ球体複合材料を開発し、レーダーおよび通信システムで使われるC、X、Kuバンド

の広帯域マイクロ波吸収を実現しました。この革新的な材料は、わずか2ミリメートル

の厚さで10.8〜14.4ギガヘルツの有効吸収帯域幅を達成し、17.08ギガヘルツでは最

小反射損失がマイナス40.48デシベルに達します。この技術は、次世代のステルス航空

機、衛星、および高性能電子デバイスのスキン素材としての応用が期待されており、

防御技術や通信インフラに大きな影響を与える可能性があります。

公開日 2026年10月07日  Scienmag  中国



詳細

主要成果

中国の研究チームは、レーダーおよび通信システムのC、X、Kuバンド全域でマイクロ

波を効率的に吸収する高エントロピー合金と還元型酸化グラフェンの複合材料を開発し

ました。この新素材は、わずか2ミリメートルの厚さで10.8〜14.4ギガヘルツという広

範な有効吸収帯域幅を示し、さらに17.08ギガヘルツで驚異的なマイナス40.48デシベ

ルという最小反射損失を記録しました。この性能は、材料科学と電磁波吸収技術におけ

る重要なブレークスルーを意味します。

技術・臨床詳細

開発された複合材料は、中空で多孔質なマイクロ球体構造を特徴としており、これが電

磁波の多重散乱と損失を促進し、優れた吸収性能に寄与しています。高エントロピー合

金は、複数の元素が同等な割合で混合されることで特異な構造的・機能的特性を発現

し、グラフェンは高い電気伝導性と表面積を提供します。これらの材料を組み合わせる

ことで、軽量でありながら広帯域で高い吸収率を持つステルス材料が実現しました。従

来の電磁波吸収材料と比較して、この複合材料は薄さ、軽さ、吸収帯域幅において顕著

な改善を示しています。

背景・業界文脈

電磁波吸収材料は、ステルス技術や電磁干渉（EMI）シールド、さらには通信デバイス

の性能向上において不可欠です。特に、広範囲の周波数帯域で高い吸収性能を持ち、か

つ軽量で薄い材料の開発は長年の課題でした。この研究は、高エントロピー合金とグラ

フェンという異なる先進材料のシナジー効果を最大限に引き出し、次世代のステルス技

術や電子機器の設計に新たな道を開くものです。

今後の展望

この革新的な複合材料は、ステルス航空機、ドローン、衛星などの軍事・防衛分野、さ

らには5G/6G通信システム、IoTデバイス、ウェアラブルエレクトロニクスなどの民生

用途において、小型化、軽量化、高性能化に貢献すると期待されます。特に、2mmと

いう薄さで実現される-40.48dBの反射損失は、これまで達成困難であったレベルの電

磁波ステルス性を可能にし、将来の技術革新に大きな影響を与えるでしょう。



元記事: https://bioengineer.org/high-entropy-alloy-meets-graphene-in-hollow-microspheres-

that-swallow-radar-waves/

収集日: 2026年10月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://bioengineer.org/high-entropy-alloy-meets-graphene-in-hollow-microspheres-that-swallow-radar-waves/
https://bioengineer.org/high-entropy-alloy-meets-graphene-in-hollow-microspheres-that-swallow-radar-waves/


#05 RSMO技術とは｜パデュー大学、柔軟熱拡散フィル

ムを1秒で製造

概要

米パデュー大学の研究者らは、超音波ローラーと高周波音響ホーンを組み合わせた

「圧延超音波マイクロ構造配向（RSMO）」技術により、柔軟な熱拡散フィルムをわず

か1秒で製造する新手法を開発しました。この技術は、従来の工業用熱プレス機に比べ

て約100倍速い毎時約36平方メートルの生産速度を実現し、折りたたみ式電子機器の

主要な熱問題解決に貢献します。開発されたフィルムは、完全に折りたたんだり、鉛

筆の先端で5,000回以上曲げたりしても、ひび割れや冷却性能の低下は見られませ

ん。

公開日 2026年10月09日  EurekAlert!  アメリカ



詳細

主要成果

米パデュー大学の研究チームは、折りたたみ式電子機器の熱管理を革新する「圧延超音

波マイクロ構造配向（Rolling Sonication Microstructure Orientation: RSMO）」と

いう画期的な製造技術を開発しました。この技術は、超音波ローラーと高周波音響ホー

ンを組み合わせて、柔軟な熱拡散フィルムを驚異的な速度、わずか1秒で製造すること

を可能にします。これにより、従来の工業用熱プレス機と比較して約100倍（毎時約36

平方メートル）の生産速度を実現し、折りたたみデバイスの耐久性と冷却性能の課題を

克服するものです。

技術・臨床詳細

RSMOプロセスは、超音波振動エネルギーを利用して、フィルム材料内部の熱伝導性フ

ィラー（例えばグラフェンナノシートや窒化ホウ素ナノシート）を効果的に配向させ、

熱伝導経路を最適化します。この微細構造の精密な制御により、高い熱伝導性と優れた

機械的柔軟性を両立するフィルムが生成されます。実験では、開発された熱拡散フィル

ムが、完全に半分に折りたたんだ状態や、鉛筆の先端の周りで5,000回以上の連続的な

屈曲サイクル後でも、ひび割れや冷却性能の顕著な低下を示さないことが確認されてい

ます。これは、既存の柔軟な熱拡散材料が持つ耐久性の限界を大きく超えるものです。

背景・業界文脈

折りたたみ式スマートフォンやタブレット、ウェアラブルデバイスなどの柔軟な電子機

器は、その特有の形状変化機能ゆえに、内部発生する熱を効率的に拡散・放熱すること

が極めて困難でした。従来の熱拡散材料は、曲げに対する耐久性が不足しているか、製

造コストが高く、大量生産に適さないという課題を抱えていました。本研究で開発され

たRSMO技術は、これらの課題を同時に解決し、高性能かつ耐久性のある熱拡散フィル

ムを低コストで量産する可能性を開きます。これは、柔軟な電子機器市場の成長を加速

させる上で重要な要素となります。



今後の展望

この超高速かつ効率的な製造技術は、折りたたみ式電子機器だけでなく、フレキシブル

ディスプレイ、高性能バッテリー、IoTセンサーなど、様々な分野での応用が期待され

ます。特に、熱問題が性能や寿命のボトルネックとなっているデバイスにおいて、

RSMOで製造された柔軟な熱拡散フィルムは、製品設計の自由度を高め、新たな機能や

形態を持つ電子機器の実現に貢献するでしょう。研究チームは今後、材料の最適化とさ

らなる量産技術の確立を目指し、産業界との連携を強化していく方針です。

元記事:

https://www.nanodaily.com/reports/Ultrasonic_roller_forms_flexible_heat_spreading_film_for_folda

収集日: 2026年10月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.nanodaily.com/reports/Ultrasonic_roller_forms_flexible_heat_spreading_film_for_foldable_electronics_in_one_second_999.html


#06 自己修復コーティング｜クイーンズランド大学、鋼

の腐食を600倍抑制

概要

クイーンズランド大学の研究者が、鋼構造物の耐用年数を大幅に延ばす自己修復コー

ティング技術を開発中です。この画期的なコーティングは、水性塗料と、局所的な条

件の変化に応じて腐食抑制剤を放出するナノ粒子を組み合わせています。電気化学試

験の結果、このコーティングが既存の高性能製品と比較して、鋼の腐食速度を600倍

以上遅らせる可能性が示されました。

公開日 2026年10月07日  MaterialDistrict  オーストラリア



詳細

主要成果

クイーンズランド大学の研究チームは、建築物の鉄骨構造などの寿命を劇的に延ばす可

能性を秘めた自己修復コーティングを開発しています。この新しい技術は、水性塗料

と、腐食の兆候を検知して自動的に腐食抑制剤を放出する特殊なナノ粒子を組み合わせ

たものです。初期の電気化学試験では、このコーティングが既存の高性能防食製品と比

較して、鋼の腐食進行を600倍以上遅らせる効果があることが実証され、材料保護の新

たな基準を打ち立てる可能性を示しています。

技術・臨床詳細

開発中の自己修復コーティングは、スマートな「センシング＆リリース」メカニズムを

特徴としています。ナノ粒子は、コーティングに微細な亀裂が生じたり、腐食環境に曝

露されたりすると、pH変化や酸化還元電位の変化といった局所的な環境変化を検知し

ます。これに応じて、ナノ粒子内部に封入された腐食抑制剤が解放され、損傷部位に直

接作用して腐食反応を停止または大幅に遅延させます。この標的型アプローチにより、

従来の防食コーティングのように、損傷箇所が露出すると保護能力が低下するという問

題を解決します。水性ベースであるため、環境負荷が低い点も特徴です。

背景・業界文脈

鋼構造物の腐食は、橋梁、建物、車両、インフラなど、世界中の産業に毎年何兆ドルも

の経済的損失をもたらす深刻な問題です。従来の防食コーティングは、物理的な損傷や

経年劣化によって保護機能が低下し、定期的なメンテナンスと補修が必要でした。特

に、目に見えない微細な損傷から腐食が進行し、構造全体の完全性を脅かすケースも少

なくありません。自己修復機能を持つコーティングは、メンテナンスコストの削減、構

造物の安全性向上、そして耐用年数の延長に直結するため、非常に高い需要がありま

す。クイーンズランド大学の研究は、この分野における長期的なソリューションを提供

し、持続可能な社会インフラの構築に貢献します。



今後の展望

この自己修復コーティング技術は、その高い防食性能と環境への配慮から、建設、輸

送、海洋、エネルギー産業など、多岐にわたる分野での応用が期待されます。商業化に

向けては、大規模生産の実現可能性、コスト効率、そして長期的な実環境での耐久性評

価が次のステップとなります。もし実用化されれば、腐食による経済的損失を大幅に削

減し、世界中のインフラ資産の寿命を延ばすことで、社会経済に計り知れない利益をも

たらすでしょう。この技術は、機能性材料が直面する最も重要な課題の一つに、根本的

な解決策をもたらす可能性を秘めています。

元記事: https://materialdistrict.com/article/self-healing-coating-could-extend-corrosion-

protection-for-steel/

収集日: 2026年10月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://materialdistrict.com/article/self-healing-coating-could-extend-corrosion-protection-for-steel/
https://materialdistrict.com/article/self-healing-coating-could-extend-corrosion-protection-for-steel/


#07 RSMOとは｜中国農業大学、冷却フィルムを1秒で

製造し発電効率を2倍に

概要

中国農業大学のZhizhu He教授らの研究チームが、音響振動を用いて冷却フィルムを

わずか1秒で製造する「圧延超音波マイクロ構造配向（RSMO）」という革新的な手法

を開発しました。この技術は、折りたたみ式電子機器における最大の熱問題の一つを

解決するものです。製造された柔軟な熱拡散フィルムを身体装着型の熱電発電機に適

用したところ、体熱から収穫される電力が従来の2倍に向上することが実証されまし

た。これにより、フレキシブルエレクトロニクスの性能と実用性が飛躍的に向上する

可能性が開かれます。

公開日 2026年10月07日  EurekAlert!  中国



詳細

主要成果

中国農業大学のZhizhu He教授らの研究チームは、「圧延超音波マイクロ構造配向

（RSMO）」という革新的な手法を開発し、音響振動を利用して冷却フィルムをわずか1

秒で製造することに成功しました。この技術は、特に折りたたみ式電子機器が抱える熱

問題の解決に貢献します。この手法で製造された柔軟な熱拡散フィルムを身体に装着す

る熱電発電機に適用した結果、体熱からの発電量が従来の2倍に向上するという画期的

な成果が確認されました。

技術・臨床詳細

RSMO手法は、材料に音響振動を加えながら圧延することで、ナノスケールの微細構造

を高速かつ高精度に配向させるものです。これにより、熱伝導性の高い材料を均一に配

置し、熱拡散性能を最大化するフィルムを短時間で作成できます。従来の熱拡散フィル

ム製造プロセスは時間とコストがかかるものでしたが、RSMOはこれを劇的に改善しま

す。特に、開発されたフィルムが熱電発電機の効率を2倍に向上させたことは、熱エネ

ルギーハーベスティング分野における大きな進歩を意味します。これは、デバイスの自

己冷却能力を向上させるだけでなく、余剰な熱を再利用可能な電力へと変換すること

で、全体的なエネルギー効率を高めることに直結します。

背景・業界文脈

フレキシブルエレクトロニクス、特に折りたたみ式スマートフォンやウェアラブルデバ

イスの普及に伴い、その最大の課題の一つが熱管理です。これらのデバイスは薄型化と

高性能化が進む一方で、発生する熱を効率的に放散することが困難であり、性能低下や

寿命短縮の原因となっていました。また、体熱を利用した熱電発電は、ウェアラブルデ

バイスのバッテリー寿命延長のための有望な技術として注目されていますが、その発電

効率が実用化への課題でした。本研究は、製造速度と性能の両面で既存の課題を克服す

るものです。



今後の展望

このRSMO技術は、折りたたみ式電子機器やウェアラブルデバイスの設計に大きな自由

度と性能向上をもたらすでしょう。超高速で製造可能な高性能熱拡散フィルムは、生産

コストの削減と大量生産への道を開きます。また、熱電発電効率の向上は、バッテリー

不要なウェアラブルデバイスの実現に近づき、IoT（モノのインターネット）デバイスの

普及を加速させる可能性があります。将来的には、スマート衣料品、医療用パッチ、さ

らには自動車や航空宇宙分野での熱管理ソリューションとしても応用が期待されてお

り、持続可能なエレクトロニクス社会の実現に向けた重要な技術となるでしょう。

元記事: https://www.eurekalert.org/news-releases/1146988

収集日: 2026年10月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.eurekalert.org/news-releases/1146988


#08 NaZrCuS3とは｜鉛フリー熱電材料、1000KでZT

値0.78を達成

概要

計算科学を用いた新たな研究により、鉛フリーの四元系カルコゲナイドNaZrCuS3が

高温熱電変換の有望な候補材料として特定されました。第一原理計算に基づき、この

材料は1000 Kにおいて結晶方向の一つで最大0.78の熱電性能指数(ZT)を示すと予測

されており、出力因子は17.17 × 10−3 W m−1 K−2です。この発見は、環境に配慮

した廃熱回収技術の進展に貢献し、エネルギー効率の向上に大きく寄与する可能性が

あります。

公開日 2026年10月02日  Scientific Reports  アメリカ



詳細

主要成果

最新の計算科学研究により、鉛フリーの新規四元系カルコゲナイドNaZrCuS3が、

1000 K（約727 °C）という高温領域で最大0.78という高い熱電性能指数（ZT値）を

達成する可能性が示されました。これは、従来の高効率熱電材料に見られた鉛含有の問

題を解決し、環境負荷の低い廃熱回収システムへの応用を大きく前進させる画期的な発

見です。

技術・臨床詳細

この研究では、密度汎関数理論に基づく第一原理計算が用いられ、NaZrCuS3の電子構

造、フォノン分散、熱力学的安定性、および熱電輸送特性が詳細に分析されました。特

に注目すべきは、特定結晶方向における高いZT値0.78と、計算された出力因子17.17

× 10−3 W m−1 K−2です。NaZrCuS3は、結晶構造内に電荷キャリアの有効質量を最

適化する特性を持つと同時に、低い格子熱伝導率を実現する特異なフォノン散乱メカニ

ズムを有することが示されました。これにより、熱エネルギーから電気エネルギーへの

変換効率が大幅に向上することが期待されます。

背景・業界文脈

熱電変換材料は、産業廃熱や自動車の排熱、太陽熱など、さまざまな未利用熱源を電力

に変換するクリーンエネルギー技術の中核を担います。しかし、これまで高効率な熱電

材料の多くは鉛などの有害物質を含んでおり、環境規制やコストの観点から実用化が困

難でした。NaZrCuS3の発見は、このような課題に対する有望な解決策を提示し、持続

可能な社会の実現に向けた材料科学の新たな方向性を示すものです。特に、高温環境下

での安定性と性能が予測されており、大規模な産業応用への期待が高まっています。



今後の展望

本研究は計算科学による予測段階ですが、NaZrCuS3が理論上優れた熱電性能を持つこ

とを強力に示唆しています。今後は、実験による材料合成と特性評価が不可欠です。計

算結果が実証されれば、この材料は高温廃熱回収システム、例えば製鉄所、セメント工

場、自動車排気システムなどでの利用を通じて、莫大な未利用エネルギーの活用に貢献

し、世界のエネルギー効率向上とCO2排出量削減に大きな影響を与えるでしょう。さら

に、鉛フリーであることは、製造、利用、廃棄の全てのライフサイクルにおいて環境優

位性をもたらし、広範な産業での採用を加速させる要因となります。

元記事: https://researchtoday.co.za/lead-free-material-reached-predicted-thermoelectric-

efficiency-of-0-78-at-1000-k/

収集日: 2026年10月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://researchtoday.co.za/lead-free-material-reached-predicted-thermoelectric-efficiency-of-0-78-at-1000-k/
https://researchtoday.co.za/lead-free-material-reached-predicted-thermoelectric-efficiency-of-0-78-at-1000-k/


#09 鉛フリー強誘電材料｜マンチェスター大学、圧電性

能を8MVm-1超に向上

概要

マンチェスター大学の科学者たちが、鉛フリーのビスマスフェライト・チタン酸バリ

ウムセラミックスに新しいナノスケールヘテロ構造を導入する方法を開発しました。制

御された熱処理により、この材料は8 MV m⁻¹を超える内部バイアス電界を示し、従来

の材料を凌駕する圧電性能を実現しています。この画期的な成果は、極端な熱条件下

で動作するセンサーやアクチュエーターの性能を劇的に向上させる可能性を秘め、知

的財産権も既に保護されています。鉛フリー圧電材料の設計に新たな道を開き、持続

可能なエレクトロニクスへの貢献が期待されます。

公開日 2026年10月05日  EurekAlert! (The University of Manchester)  イギリス



詳細

主要成果

マンチェスター大学の科学者チームは、鉛フリーの強誘電性材料であるビスマスフェラ

イト・チタン酸バリウム（BiFeO3-BaTiO3）セラミックスにおいて、ナノスケールの

ヘテロ構造を生成する画期的な新手法を開発しました。この制御された熱処理プロセス

によって作製された材料は、8 MV m⁻¹を超える極めて高い内部バイアス電界を示し、

これにより従来の鉛含有圧電材料に匹敵するか、それを上回る優れた圧電性能を実現し

ました。この技術は、特に極端な高温環境下で動作するセンサーやアクチュエーターの

性能を劇的に向上させる可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

研究チームは、ビスマスフェライト・チタン酸バリウムセラミックスの精密な組成制御

と、独自の熱処理プロファイルを用いることで、材料内部にナノメートルスケールの領

域で異なる結晶構造や相を持つヘテロ構造を意図的に形成しました。この界面駆動型効

果により、材料内部に強力な分極が発生し、外部電界がない状態でも高い内部バイアス

電界が誘導されます。この内部バイアス電界は、外部電界に対する材料の応答性を向上

させ、その結果として、高い圧電係数と安定した電気機械結合を実現します。実験結果

は、この新材料が広い温度範囲で高い性能を維持できることを明確に示しており、極め

て過酷な条件下での使用に耐えうることを実証しています。

背景・業界文脈

圧電材料は、医療用画像診断、産業用センサー、アクチュエーター、エネルギーハーベ

スティングなど、幅広い分野で不可欠な役割を担っています。しかし、現在主流の高性

能圧電材料の多くは、環境や健康に有害な鉛（Pb）を含有するチタン酸ジルコン酸鉛

（PZT）ベースのセラミックスです。鉛の使用は、世界的に厳しく規制されており、

RoHS指令などの環境規制の強化に伴い、鉛フリーで同等以上の性能を持つ圧電材料の

開発が喫緊の課題となっています。本研究は、この環境規制と性能要件という二つの大

きな課題を同時に解決する有望な道筋を示したものであり、持続可能なエレクトロニク

ス産業への貢献が期待されます。



今後の展望

マンチェスター大学の研究は既に知的財産権によって保護されており、この技術の実用

化に向けた大きな一歩を踏み出しています。今後、この鉛フリー強誘電ヘテロ構造材料

は、航空宇宙、自動車、エネルギー分野など、高温・高圧環境で高信頼性が求められる

アプリケーションでの利用が期待されます。例えば、ジェットエンジンや原子力発電

所、地熱発電システムで使用されるセンサーやアクチュエーターの性能を革新する可能

性があります。また、より小型で高効率な圧電デバイスの設計を可能にし、次世代のス

マートシステムやIoTデバイスの基盤技術としても貢献するでしょう。この技術は、環境

に配慮しつつ、高性能を実現するという現代の材料開発における究極の目標に大きく貢

献する可能性を秘めています。

元記事: https://www.eurekalert.org/news-releases/1146443

収集日: 2026年10月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.eurekalert.org/news-releases/1146443


#10 炭素繊維複合材料｜インド科学大学、衝撃損傷を

64%回復する自己修復材

概要

インド科学大学バンガロール校の研究チームは、自己修復・リサイクル可能、かつ電

気的機能を持つ新しい炭素繊維複合材料を開発しました。この材料は衝撃損傷後、構

造的完全性を64%回復する能力を示し、さらに-46dBの電磁干渉シールド効果と47秒

での表面融氷能力も備えています。リサイクル後も元の層間せん断強度の92%を維持

できるため、航空宇宙産業における材料の循環性を大幅に向上させる画期的な成果で

す。

公開日 2026年10月04日  Bioengineer.org  インド



詳細

主要成果

インド科学大学（IISc）バンガロール校の研究チームは、航空宇宙分野の持続可能性を

飛躍的に高める、自己修復・リサイクル可能、さらに電気的機能を持つ革新的な炭素繊

維複合材料（CFRP）を開発しました。この新材料は、衝撃損傷後に64%もの構造的完

全性を回復する能力を持ち、従来の複合材料の課題であった耐久性とリサイクル性の両

方を解決する可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

この炭素繊維複合材料は、熱可塑性ポリマーとエポキシ樹脂を組み合わせた独自の設計

により、熱を加えることで自己修復する機能を実現しています。具体的には、この材料

は-46dBという優れた電磁干渉（EMI）シールド効果を発揮し、航空機の電子機器保護

に貢献します。さらに、表面に氷が付着した場合でも47秒以内に融解する能力があり、

寒冷地での運用や高空飛行時の安全性向上に寄与します。注目すべきは、材料を完全に

リサイクルした後も、その層間せん断強度が元の強度の92%を維持するという点で、こ

れは従来の熱硬化性複合材料が抱えるリサイクル困難性の問題を根本的に解決するもの

です。

背景・業界文脈

航空宇宙産業は、高い性能と軽量性を追求する一方で、使用済み材料の廃棄問題という

大きな課題に直面しています。特に炭素繊維複合材料は、その優れた強度と軽量性から

航空機構造に広く採用されていますが、熱硬化性樹脂を使用しているため、一度硬化す

ると再加工やリサイクルが極めて困難でした。このため、大量の複合材料が埋め立て処

分され、環境負荷となっていました。今回の研究は、こうした課題に対し、材料の寿命

を延ばし、最終的には完全に再利用可能な材料を実現することで、航空宇宙産業におけ

る循環経済への移行を強力に推進するものです。



今後の展望

今回開発された自己修復・リサイクル可能な炭素繊維複合材料は、航空機や宇宙船の設

計・製造に大きな変革をもたらす可能性を秘めています。製品寿命の延長、メンテナン

スコストの削減、そして環境負荷の低減は、産業界にとって計り知れない経済的・環境

的利益をもたらします。今後は、材料のスケールアップ、製造プロセスの最適化、そし

て実際の航空宇宙環境での長期的な性能評価が次のステップとなるでしょう。この技術

が実用化されれば、より持続可能な航空宇宙産業の実現に大きく貢献することが期待さ

れます。

元記事: https://bioengineer.org/self-healing-recyclable-carbon-fiber-composites-push-

aerospace-materials-toward-circularity/

収集日: 2026年10月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://bioengineer.org/self-healing-recyclable-carbon-fiber-composites-push-aerospace-materials-toward-circularity/
https://bioengineer.org/self-healing-recyclable-carbon-fiber-composites-push-aerospace-materials-toward-circularity/


#11 酸化チタン強化自己修復エポキシ｜耐摩耗性と耐食

性を最大24%向上

概要

インドのタミル・ナードゥ州とアーンドラ・プラデーシュ州の研究チームが、酸化チ

タンソルゲルコーティングを施した自己修復エポキシ複合材料を開発しました。この

複合材料は、自己修復カプセルと炭素ベースのナノ材料で補強されており、酸化チタン

コーティングにより機械的特性、耐摩耗性、耐食性が最大24%向上することが示され

ました。この多層防御メカニズムは、構造材料の寿命延長に貢献し、損傷に積極的に

対処する新たな可能性を開きます。

公開日 2026年10月06日  Journal of Materials Science  インド



詳細

主要成果

インドのタミル・ナードゥ州およびアーンドラ・プラデーシュ州の研究チームは、酸化

チタンソルゲルコーティングを施した自己修復エポキシ複合材料を開発し、その機械的

特性、耐摩耗性、耐食性を最大24%向上させることに成功しました。この複合材料は、

水性ポリウレタンシェルを持つ自己修復カプセルと炭素ベースのナノ材料で内部から補

強されており、使用中に発生する損傷に能動的に対処する新しい多層防御メカニズムを

提供します。

技術・臨床詳細

開発されたエポキシ複合材料は、内部に自己修復カプセルが埋め込まれています。これ

らのカプセルは水性ポリウレタンシェルで構成されており、内部に治癒剤を保持してい

ます。材料に亀裂が生じるとカプセルが破裂し、治癒剤が放出されて損傷部位を修復し

ます。さらに、複合材料は炭素ベースのナノ材料（例えばカーボンナノチューブやグラ

フェン）で補強されており、これらがマトリックス全体の強度と耐久性を向上させてい

ます。このハイブリッド複合材料の表面には、酸化チタン（TiO2）をベースとするソル

ゲルコーティングが施されており、この最外層がさらなる保護を提供します。実験結果

は、このTiO2コーティングにより、複合材料の機械的強度、特に耐摩耗性と耐食性

が、コーティングされていない材料と比較して最大24%改善されることを明確に示して

います。これは、外部環境からの攻撃に対する耐性を大幅に高めるものです。

背景・業界文脈

エポキシ複合材料は、その軽量性、高強度、良好な接着特性から、航空宇宙、自動車、

海洋、建築などの多様な産業で広く利用されています。しかし、これらの材料は、ひび

割れ、摩耗、腐食といった損傷を受けやすく、これらが最終的な構造的故障につながる

ことが大きな課題でした。特に、耐摩耗性と耐食性は、材料が過酷な環境下で長期間使

用される場合にその寿命と信頼性を決定する重要な要素です。自己修復技術は、このよ

うな損傷に能動的に対応し、材料の寿命を延ばす有望なアプローチとして注目されてい

ます。今回の研究は、内部の自己修復機能と外部の保護コーティングを組み合わせるこ

とで、従来の限界を超える性能を実現しようとするものです。



今後の展望

この酸化チタン強化自己修復エポキシ複合材料の登場は、高耐久性材料の設計と製造に

新たな道を開きます。耐摩耗性と耐食性が向上し、自己修復能力を内蔵しているため、

橋梁、パイプライン、船舶、航空機部品など、より過酷な条件下で使用される構造物の

メンテナンス頻度とコストを大幅に削減できる可能性があります。さらに、材料の長寿

命化は、資源の節約と廃棄物の削減にも貢献し、持続可能な工学ソリューションへとつ

ながります。今後は、材料の製造コスト効率の評価、様々な環境条件下での長期的な性

能試験、および大規模な実用化に向けたスケールアップ技術の開発が焦点となるでしょ

う。

元記事: https://bioengineer.org/self-healing-epoxy-composites-get-a-titanium-dioxide-boost-

against-wear-and-corrosion/

収集日: 2026年10月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://bioengineer.org/self-healing-epoxy-composites-get-a-titanium-dioxide-boost-against-wear-and-corrosion/
https://bioengineer.org/self-healing-epoxy-composites-get-a-titanium-dioxide-boost-against-wear-and-corrosion/


#12 湿気発電壁紙とは｜ビンガムトン大学が開発、キー

ボード稼働の性能

概要

ビンガムトン大学のエンジニアが、室内の湿度を電力に変換する革新的な「湿気発電

壁紙」を開発しました。35平方の小規模アレイで湿度センサーを約15分間動作させる

ことができ、1,596ユニットの大型アレイでは、室内湿度を6%低下させながらワイヤ

レスキーボードの動作に成功しています。このブレークスルーは、受動的な壁面を自

己給電型のスマートホームデバイスへと変革し、持続可能な分散型電源の新たな可能

性を開きます。

公開日 2026年10月08日  Binghamton University (Advanced Energy Materials)  アメリ

カ



詳細

主要成果

ビンガムトン大学のエンジニアチームが、室内の湿気から電力を生成する画期的な壁掛

けパネル「湿気発電壁紙」を開発しました。この技術は、受動的な建築材料が自己給電

型の気候応答インターフェースへと変貌する可能性を示唆し、持続可能な分散型エネル

ギー源としての新たな道を開きます。

技術・臨床詳細

開発された湿気発電壁紙は、微細な構造設計により、空気中の水分を吸収・放出するサ

イクルを通じて電気を生成します。具体的には、35平方センチメートル程度の小さなア

レイで湿度センサーを約15分間稼働させるのに十分な電力を供給できます。さらに、

1,596ユニットのより大きなアレイでは、室内の相対湿度を38%から32%に低下させ

つつ、ワイヤレスキーボードを継続的に動作させることに成功しました。このプロセス

は、環境への影響が少ないだけでなく、室内環境の快適性向上にも寄与する可能性があ

ります。本技術は、『Advanced Energy Materials』誌に詳細が掲載されました。

背景・業界文脈

近年、IoTデバイスの普及に伴い、バッテリー交換の手間や廃棄物、充電インフラの課

題が顕在化しています。本研究は、こうした課題に対し、環境中の微小なエネルギー源

（環境発電、エナジーハーベスティング）を活用する解決策を提供します。特に、湿度

という身近でありながら見過ごされがちだったエネルギー源に着目し、それを効率的に

電力に変換する技術は、スマートホーム、ウェアラブルデバイス、リモートセンサーな

ど、多岐にわたる分野での応用が期待されます。

今後の展望

湿気発電壁紙の技術は、将来的には家全体を自己給電型のスマートシステムに変える可

能性を秘めています。例えば、壁や天井に組み込まれたこのパネルが、照明、空調、各

種センサーに電力を供給することで、住宅のエネルギー自立を促進できるかもしれませ

ん。また、電源インフラが不足している地域での分散型電源としても利用価値が高く、

世界的なエネルギー課題への貢献も期待されます。商用化に向けては、発電効率のさら

なる向上、耐久性の確保、製造コストの削減が今後の課題となるでしょう。



元記事: https://www.anthropocenemagazine.org/2026/10/researchers-have-made-wallpaper-

that-generates-power-from-indoor-humidity/

収集日: 2026年10月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.anthropocenemagazine.org/2026/10/researchers-have-made-wallpaper-that-generates-power-from-indoor-humidity/
https://www.anthropocenemagazine.org/2026/10/researchers-have-made-wallpaper-that-generates-power-from-indoor-humidity/


#13 ハイパーブランチコーティング｜海洋生物付着を最

大20分の1に削減

概要

研究者たちは、2種類のハイパーブランチポリマーを基盤とした分解可能な架橋型海洋

防汚コーティングを開発しました。この革新的なシステムは、受動的防御、活性な殺

生物剤（イソチアゾリノン）放出、および制御された表面分解という3つの防汚メカニ

ズムを相乗的に統合しています。これにより、微細藻類の付着に対して長期的な耐性

を提供し、従来の殺生物剤混合コーティングと比較して、総殺生物剤放出量を約1/20

にまで大幅に削減しながら、耐久性と環境性能を同時に向上させることに成功しまし

た。

公開日 2026年10月09日  European Coatings  不明



詳細

主要成果

研究者たちは、海洋生物の付着を効果的に防ぐ、分解可能なハイパーブランチポリマー

ベースの海洋防汚コーティングを開発しました。この画期的なコーティングは、受動的

防御、活性な殺生物剤放出、そして制御された表面分解という3つの異なる防汚メカニ

ズムを巧妙に統合することで、従来の防汚技術と比較して殺生物剤の総放出量を約

1/20に削減しつつ、長期的な効果と環境負荷の低減を両立させることに成功しまし

た。

技術・臨床詳細

この新しい防汚コーティングは、2種類のハイパーブランチポリマーを架橋させて形成

された分解性マトリックスを特徴としています。第一のメカニズムである受動的防御

は、コーティング表面が滑らかで、生物付着を物理的に困難にする特性を持つことによ

って実現されます。第二に、コーティングマトリックス内に組み込まれた活性な殺生物

剤であるイソチアゾリノンが、ごく少量かつ制御された速度で環境に放出されます。従

来のコーティングが大量の殺生物剤を放出して機能するのに対し、このシステムでは必

要最小限の放出に抑えられています。第三のメカニズムは、コーティング表面が経時的

にゆっくりと分解し、付着した微細藻類などを剥離させる自己浄化機能です。これらの

複合的な作用により、特に微細藻類に対して優れた長期的な防汚性能を発揮することが

確認されています。

背景・業界文脈

船舶や海洋構造物への生物付着（バイオファウリング）は、燃料効率の低下、構造物の

劣化、外来種の拡散など、環境的および経済的に深刻な問題を引き起こしています。従

来の防汚塗料は、トリブチルスズ（TBT）のような有害な殺生物剤を大量に放出するこ

とで高い効果を得ていましたが、その環境への悪影響が指摘され、多くの規制が導入さ

れてきました。現代の防汚研究は、環境負荷を低減しつつ高い防汚性能を維持する、よ

り持続可能な解決策を模索しています。今回のハイパーブランチコーティングは、この

課題に対する有望なアプローチを提供します。



今後の展望

この多機能ハイパーブランチコーティングは、海洋産業において環境負荷を大幅に低減

しながら、船舶の運航効率向上とメンテナンスコスト削減に貢献する可能性を秘めてい

ます。殺生物剤放出量の劇的な削減は、海洋生態系への影響を最小限に抑え、より厳し

い環境規制にも対応できるでしょう。今後は、さらに多様な海洋生物に対する防汚効果

の検証、大規模製造プロセスの確立、そして実海域での長期的な耐久性評価が重要なス

テップとなります。この技術が広く採用されれば、世界の海洋産業における持続可能性

目標の達成に大きく貢献すると期待されます。

元記事: https://www.european-coatings.com/news/coatings-technologies/hyperbranched-

coating-combines-three-antifouling-mechanisms/

収集日: 2026年10月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.european-coatings.com/news/coatings-technologies/hyperbranched-coating-combines-three-antifouling-mechanisms/
https://www.european-coatings.com/news/coatings-technologies/hyperbranched-coating-combines-three-antifouling-mechanisms/


#14 エラストカロリック冷却｜形状記憶合金による空調

の実用化と2026年展望

概要

エラストカロリック冷却は、従来の冷媒を使用せず、形状記憶合金の機械的応力によ

る可逆的な結晶構造変化を利用して熱を移動させる革新的な技術である。2026年8月

の実験では、熱自体がこの冷却に必要な機械的作動を駆動できることが示され、シス

テムの自律性と効率性が向上する可能性が示唆された。European Innovation

Council（EIC）のSMACoolプロジェクトは、この技術を住宅用建物の空調装置とし

て機能させるための開発を進めており、環境に優しい次世代冷却システムとしての実

用化が期待される。

公開日 2026年10月01日  Sherafgan Khan  ドイツ



詳細

主要成果

エラストカロリック冷却技術が、従来の冷媒に依存しない環境負荷の低い冷却ソリュー

ションとして注目を集めている。この技術は、形状記憶合金に機械的応力を加えること

で生じる可逆的な結晶構造変化を利用して熱を効果的に移動させるもので、2026年8月

の最新研究では、熱自体がこの冷却に必要な作動を駆動できることが実験的に示され、

システムの自律性と効率性が大きく向上する可能性が示唆された。

技術詳細

エラストカロリック効果は、特定の材料（主にニッケルチタン合金などの形状記憶合

金）が機械的な変形（伸び縮み）を受ける際に熱を放出または吸収する現象を利用す

る。具体的には、合金を伸ばすと熱が発生し、縮めると熱を吸収するという可逆的なプ

ロセスが起こる。これにより、冷媒ガスを使用せずに周囲から熱を奪い、外部に放出す

る冷却サイクルを構築できる。2026年8月の画期的な実験では、材料自身の温度変化が

機械的作動をトリガーし、外部からのエネルギー入力なしにエラストカロリックサイク

ルを駆動できる「自己作動型」の可能性が実証された。これは、システムのエネルギー

効率をさらに高め、複雑な制御機構を簡素化する上で極めて重要である。ニッケルチタ

ン（NiTi）のような形状記憶合金は、その優れた機械的特性とエラストカロリック性能

から、この技術の主要な候補材料となっている。

背景・業界文脈

従来の蒸気圧縮式冷却システムは、フロンガスなどの強力な温室効果ガスである冷媒を

使用しており、地球温暖化への影響が懸念されている。また、これらの冷媒は規制の対

象となり、代替技術への移行が世界的に求められている。エラストカロリック冷却は、

磁気カロリック効果や電気カロリック効果といった他の固体冷却技術と並び、環境に優

しい代替技術として研究開発が進められてきた。しかし、実用化には材料の疲労寿命、

冷却能力、システム全体の効率性、そして製造コストが課題であった。自己作動メカニ

ズムの発見は、これらの課題解決に向けた大きな一歩となる。



今後の展望

European Innovation Council (EIC) が支援するSMACoolプロジェクトは、エラスト

カロリック冷却技術を住宅用建物の空調装置として機能させるための開発を積極的に進

めている。この技術が商業規模で実現すれば、既存の空調システムに比べてエネルギー

消費を削減し、冷媒排出ゼロの環境に優しい冷却ソリューションを提供できる。特に、

暖房と冷房の両方に適用可能な熱ポンプとしての可能性も高く、ビルディングセクター

の脱炭素化に大きく貢献すると期待される。今後の研究では、材料の長寿命化、効率の

さらなる向上、そしてコスト削減が焦点となり、数年以内に市場に登場する可能性があ

る。

元記事: https://sherafy.com/elastocaloric-cooling/

収集日: 2026年10月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#15 磁気セラミック駆動システム｜シュトゥットガルト

大学のマイクロロボット開発

概要

シュトゥットガルト大学とマックス・プランク固体研究所の研究者たちは、蝶の口吻

にヒントを得て、磁場で迅速に展開・巻き戻る磁気セラミック製のマイクロスクロー

ルを開発した。この柔軟で超薄型のフィルムは、次世代マイクロロボットおよびソフ

トロボットの駆動システムを飛躍的に効率化する可能性を秘めている。この成果は

『Advanced Materials』誌に掲載された。

公開日 2026年10月08日  Tech Briefs  ドイツ



詳細

主要成果

シュトゥットガルト大学とマックス・プランク固体研究所の研究者たちは、蝶の口吻

（口器）の動きに着想を得た、革新的なマイクロロボット用駆動システムを開発した。

このシステムは、磁気セラミック製のマイクロスクロールと呼ばれる柔軟な超薄型フィ

ルムで構成されており、外部からの磁場を印加することで迅速に展開し、磁場がなくな

ると自動的に巻き戻る特性を持つ。この耐久性の高い技術は、将来のマイクロロボット

やソフトロボットの効率的な推進システムを実現するブレークスルーとなる。

技術・臨床詳細

開発されたマイクロスクロールは、極めて薄いセラミック材料と磁性材料を組み合わ

せることで、優れた柔軟性と磁場応答性を両立している。この微細な構造は、蝶の口

吻が液体を吸い上げる際に示す高速かつ精密な巻き取り・展開運動を模倣している。

印加される磁場の強度と方向を制御することで、マイクロスクロールの展開・巻き戻

り速度や方向を精密に調整することが可能となる。これにより、狭い空間や複雑な環

境下での移動、微細な物体の操作、液体中での混合など、様々なタ作業を効率的に行

えるマイクロロボットの設計が可能となる。従来のマイクロロボットの駆動源は、し

ばしばかさばるバッテリーや複雑な機械部品に依存しており、小型化と効率化が課題

であったが、この新技術はそれらを克服する道を開く。

背景・業界文脈

マイクロロボットやソフトロボットの分野は、医療（低侵襲手術、薬剤デリバリー）、

環境モニタリング、検査、製造など、多岐にわたる応用が期待されている。しかし、こ

れらの小型ロボットの実用化には、効率的で小型な駆動システム、すなわち電力源とア

クチュエーターの革新が不可欠である。生物の巧みな動きや構造を模倣するバイオイン

スパイアード・ロボティクスは、この課題を解決するための有望なアプローチの一つと

されている。



今後の展望

蝶の口吻に着想を得たこの磁気セラミック製マイクロスクロールは、マイクロロボット

技術に新たな可能性をもたらす。この高効率で耐久性のある駆動システムは、バッテリ

ー不要または極小バッテリーで動作するマイクロロボットの開発を促進し、その自律性

と活動時間を大幅に向上させるだろう。医療分野では、体内を探索し診断や治療を行う

極小ロボットの実現に貢献する可能性があり、産業分野では、これまでアクセス困難だ

った場所での精密な作業や検査に応用されることが期待される。この研究成果は、

『Advanced Materials』誌に掲載されており、今後のさらなる研究と商業化への展開

が注目される。

元記事: https://www.techbriefs.com/component/content/article/55941-butterfly-inspired-

smart-propulsion-for-microrobots

収集日: 2026年10月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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